
令和元年度 指定管理施設運営状況中間評価表 

 

１．施設の概要 

施設の名称 むつ市ウェルネスパーク 

指定管理者 

団 体 名  山内土木株式会社 

代 表 者  代表取締役 山内 将邦 

所 在 地  青森県むつ市大湊新町３７番１２号 

指 定 期 間  平成２６年 ４月 １日 ～ 令和 ２年 ３月３１日（６年間） 

指 定 管 理  

業務の概要 

①ウェルネスパークの施設、設備及び備品などの維持管理に関すること 

②ウェルネスパークの広報及び利用促進に関すること 

③体育・スポーツ並びに健康及び体力の増進のための施設の提供に関すること 

④体育・スポーツ及びレクリエーションの研修指導に関すること 

 

２．収支の状況  ※消費税及び地方消費税を含んだ額を計上すること。自主事業分は含まないこと。  

                ※原則として他会計からの繰入金及び他会計への繰出金は含まないこと。 

                ※人件費には、経常の指定管理業務にかかる人件費のみを記載し、臨時的な日雇い雇 

                   用などの賃金を含まないこと。                    単位：千円 

区   分 計 画 額 ① 実 績 額 ② 増 減 （②－①） 

収 入 合 計 (Ａ) １３７，２５０ ６６，４３３ △７０，８１７ 

 うち利用料金額 ２２，６１９ ９，７９３ △１２，８２６ 

 うち指定管理料 １１４，６３１ ５６，６４０ △５７，９９１ 

支 出 合 計 (Ｂ) １３７，２５０ ６７，０１９ △７０，２３１ 

 うち人件費 ６４，４１１ ３３，９８９ △３０，４２２ 

収支差  (Ａ－Ｂ) ０ △５８６ △５８６ 

市 へ の 納 入 金  ０ ０ ０ 

計画額と比較した 

実績額の増減理由 

 

 

 

３．施設利用の状況                                                                 単位：人 

利 用 者 数  

区   分 計 画 ① 実 績 ② 増 減（②－①） 

センターハウス 

克雪ドーム 

ウェルネス会員 

見学者 

合計 

２７，４１１ 

７９，４４９ 

５９，８９０ 

１，０００ 

１６７，７５０ 

１４，９０４ 

３７，３５８ 

２８，９８１ 

１８６ 

８１，４２９ 

△１２，５０７ 

△４２，０９１ 

△３０，９０９ 

△８１４ 

△８６，３２１ 

 利用者の声とその対応状況 ※利用者アンケートの実施（有・無） 

 「お客様ご意見ボックス」を施設内に設置し、利用者アンケートを実施。受けたアンケートに 

ついては、スタッフミーティングを経て改善の有無にかかわらず掲示板にて回答した。 

 

４．自主事業の実施状況                                                        単位：人、千円 

事  業  名 利 用 者 数 収     入 支     出 

むつ市ウェルネスパーク自主事業 ２８，９８１ １９，６５１ １７，４４７ 



５．個別項目評価 ※指定管理者と市の所管課が評価 

評価基準 Ａ（優 良）：計画された業務水準を大きく超える、独自の取組を実施するなど、特にめざましい成果を 

あげることが見込まれる。 

Ｂ（適 正）：適正に指定管理業務を行っており、計画された業務水準を達成できることが見込まれる。 

Ｃ（要改善）：指定管理業務の一部に課題があると認められ、改善の余地がある。 

評  価  項  目 自己評価 市の評価 

(1) 施設設置目的に添ったサービス向上に関する取組み状況 

 

 

 

 

①開館時間、休館日等を守り、施設利便性の確保に努めたか。 Ａ Ａ 

②施設の使用許可、使用料減免等が適正、円滑に行われたか。 Ｂ Ｂ 

③利用者に対する接客マナー等、職員の勤務態度は適正だったか。 Ｂ Ｂ 

④利用者の意見を聴取し、それらを反映する取組みを行ったか。 Ｂ Ｂ 

(2) 利用促進に関する取組み状況 

 

 

 

①施設利便性を高める努力を行い、効果が得られたか。 Ｂ Ｂ 

②潜在的な利用者等に営業広報活動を行い、利用アピールをしたか。 Ｂ Ｂ 

③自主事業を企画・実施し、効果が得られたか。 Ｂ Ｂ 

(3) 効率性の向上に関する取組み状況 

 

 

 

①施設管理経費を低減するための取組みを行い、効果があったか。 Ｂ Ｂ 

②収入増を図るための取組みを行い、効果があったか。 Ｂ Ｂ 

③職員の資質・能力向上を図る取組みがされたか。 Ｂ Ｂ 

(4) 施設の適正な維持・管理に関する取組み状況 

 

 

 

 

①施設の維持管理、運営に当たる人員配置は適正であったか。 Ａ Ｂ 

②設備・備品の維持管理及び修繕が適切に行われたか。 Ａ Ａ 

③労働関係法令等を遵守し、適正な管理を行ったか。 Ａ Ｂ 

④利用料金の収受及び施設管理経費の支出は適正であったか。 Ｂ Ｂ 

(5) 平等利用、安全対策、危機管理等に関する取組み状況 

 

 

 

 

①利用者が平等に利用できるよう施設利用情報提供に配慮したか。 Ｂ Ｂ 

②日常の事故防止等の安全対策は適切であったか。 Ｂ Ｂ 

③防犯、防災対策等の危機管理体制は適切であったか。 Ａ Ａ 

④利用者の個人情報保護は徹底されていたか。 Ｂ Ｂ 

 

６．指定管理者総合評価 ㊟自己評価をＣとした項目についての改善策も記載すること。 

(1)①開館時間、休館日を遵守いたしました。またドーム利用者について開館時間前に大会等の準備 

の為の開場を行い、利便性の向上に努めました。 

(4)①30分刻みでシフトの調整を行い、適正な人員配置になるよう努めました。 

(4)②部品取り寄せに時間がかかるもの以外の修繕については即日対応を行いました。 

(4)③法令違反となるものは一切ございませんでした。 

(5)③年二回の消防訓練とその他に、月一の定例MTにおいて各種災害時対応の研修を行いました。 

また、警察の巡回依頼も行い防犯、防災対策に努めました。 

 

 

 

 



７．市の所管課総合評価 ㊟市の評価をＣとした項目についての指導内容も記載すること。 

 集客については、様々な媒体を活用し、利用者の増加を図っていることについて評価できる。 

下半期については、降雪のため屋外体育施設は閉鎖となることから、利用者の更なる増加が想定 

されるが、これまでと同様に積極的な広報活動を実施し、利用者の増加を図っていただきたい。 

 今年で竣工から１４年を経過することから、経年劣化等の理由により緊急的に修繕が必要となる 

事案が近年増加しているが、指定管理者がノウハウを活かし展開する自主事業で得た収入を施設の 

修繕等に還元していることは評価したい。 

 市としても、利用者の安心・安全を第一に考えており、施設の計画的な修繕等を実施するため、 

指定管理者と連携を密に、対話を重視しながら進めていきたい。 

 また、今後も利用者の利便等が低下しないよう、適正な施設の維持管理に努めていただきたい。 

 


